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【上級学校の先生の話を聞く会】 

  先日２月１７日㈮に上級学校の先生の話を聞く会が行われました。この日は都立高校から、田無高校、田

無工業高校、小平高校、私立高校からは昭和第一学園高校、明法高校の先生が来てくださり、お話を伺いま

した。以下に生徒の感想を掲載してありますので、ご家庭での進路のお話をする際の参考にしてください。 

 

 

A 組 

中村 英太郎 

・学業がメインだったり文化祭など行事が盛んだったりと学校によっていろいろな特徴があることがわかりまし 

た。 

・部活動であるものやないもの、など自分に合った学校を調べたいと思いました。 

・説明会では特に学校の雰囲気や部活動について聞いたり見たりしたいです。 

 

小林 幹 

  進路では専門学校に行く人が多い高校や国外の大学に進学することのできる学校などがあって興味深かった

です。また、小平高校で修学旅行が台湾に行くことに驚きました。また各学校の先生が言っていて印象に残った言

葉がいくつかあり、将来や受験で大切なことは「やりたいことよりやらなくてはいけないことを優先する」ということ

や「見る」ことが大切だから、説明会や見学会に言った方がいいという事が心に残りました。 

 

𠮷田 胡桃 

  英語に力をいれて留学できる学校や行事などに力を入れている学校などさまざまな学校があっておもしろかっ

たです。それぞれの学校で、何に力を入れているのか進学率も全然違っていたので、高校を探す時に自分はどう

いう高校に行きたいのかを決めて調べたいと思いました。 

 

平床 大輔 

  各高校のこともだけど、人生のことや進路についてたくさん教えてくれてよかったです。高校もいろいろそれぞれ

特色やすごいなということがあったし、それぞれの高校のことを知ることができて良かったです。 

  また、今後の生活や進路を今回の話をいかして考えていきたいです。 

 

豊﨑 未侑 

  小平高校は英語を重視していて、いろいろな外国の人とかと関わりがあるけれど、明法や田無高校とかは関り

がないので、小平高校の特色の１つで良いと思いました。 

  明法は２中より校舎の面積が広かったり、カナダへの６３日間のダーム留学などがあるので楽しそうでした。田

無は学習と部活動とかを平等に扱っているので、良いと思いました。３校とも違う学校だけどそれぞれ良いところが

いっぱいあったのですごかったです。 
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飯島 唯月 

  ・どの高校もほとんど卒業生が進学している。 

  ・行事や部活も大切。 

  今まで高校を見に行ったことはなかったので、どんな感じなのかわからなくて不安から嫌なイメージしかなかっ

たけれど、実際に見てみるとどの高校も良いところがあって、わかりやすかったです。やっぱり見学してみた方がい

いなと思いました。 

 

Ｂ 組 

織田 翔太 

自分がまだ知らない高校について、その制度について知ることができた。オープンキャンパスについてなどまだよ

くわからないことがあったり、学校見学にも行っていないので、それでいろいろ知っていきたい。 

 

伊東 弥桜 

・私立の高校は学校の中で塾と同じような量の勉強ができるというのが魅力的だなと思った。 

・自分がよく通る道とかにある高校でも思っていた感じと全く違って、高校についてちゃんと調べたほうがいい理 

由がわかった気がした。 

・最近の学校は英語の学習に特化しているらしくいろいろ不安になったけれど、これから今日教えてもらったことを

意識して少しずつでできるようにしていったり、自分に合った高校を探して見つけていけたらいいなと思った。 

 

嶋内 結斗 

３つの高校全てが留学についてやっていてすごいなと思いました。特に英語に力を入れていない高校でも留学

をしているのはいいと思いました。これからの学校説明会では校内をまわったり質問したりして自分に合った高校

を決めたいなと思いました。 

 

木村 晶子 

  今回の高校の説明を聞いて、自分の選択範囲が広くなりました。高校生になるには勉強も大事だけど自分の努

力も大事だと思いました。私はまだ高校は決まっていないけれど、決まった時その目標に向かって勉強などがんば

りたいです。 

 

清原 彩夏 

  どの高校も実際に話を聞くと魅力があって、どこもいいなと思えるような授業だった。高校の先生の話を聞くの

は貴重だから忘れないようにしたい。自分で何事も考えて行動するようになりたいと思った。高校受験において選

択肢を増やすために今からでも、勉強しておきたいと思った。 

 

Ｃ 組 

関 友佳理 

  専門高校、私立、都立について詳しく話が聴けてよかったです。どの高校も特色のある高校で、近くにあることが

わかりました。 

・専門学科でも普通科目を勉強。 

・機械科や農業、産業、商業、工芸、科学技術科などの種類がある。 



・私立の特色は「創立者の夢」「充実した施設」「面倒見の良さ」がある。 

・昭和第一には普通科でも３つのコースがある。 

・小平高校は外国語の学習に力が入っている。 

など、それぞれどんな高校にもさまざまな特徴がありました。いろいろな体験が高校ではたくさんできると思いまし

た。これから学校説明会では、それぞれの特色や雰囲気など学力以外の細かいところまで聞きたいです。東京都

には４００以上の高校があるので自分に合ったものを見つけたいです。 

 

櫻井 俊輔 

  全ての学校の説明を聞いてそれぞれの高校にそれぞれの良さがあるんだなと思いました。すべての高校に行っ

てみたいなという気持ちもわいて、今紹介された高校以外にもたくさんの高校を見てみて決めていけたらいいなと

思いました。その自分が行きたい高校が見つかった時に、行けるように今からしっかりと勉強に取り組んでいきた

いなと思いました。これから少しずつ進路を決めていくにつれてたくさんの高校の良さを知っていけたらいいなと思

いました。 

 

Ｄ 組 

星 柚花 

 ・自分に合った校風か 

 ・どのような施設があるか    を気にしていきたい 

 ・何を目指している学校か 

思っていたより、工業高校も普通の授業があることに驚いた。私立の高校は他の２校よりカリキュラムが充実してい

ると感じた。 

 

仁藤 美虹 

・都立、私立、専門とそれぞれ良い特徴がある。 

・学力や通学のこともあるけれど、自分の行きたいところへ行くというのもとても大事だと思った。 

・学校見学の時には、自分の行きたい学校かを考えながら聞きたい。 

 

安藤 こころ 

・自分の興味のあるものを頭に入れて聞くと自分に合うか、自分に合わないかわかる。 

・学校説明会では、校風や部活動について聞きたい。 

・私立では、設備がしっかりしているから学校もきれいで便利なものが多い。 

・自分の興味のあるもので、高校を調べるのが大事。 

 

山﨑 日桜里 

３つの高校は全然違って、こんな全然違う学校がたくさんあるうちの一つを選ぶのはとても大変だと思いました。

そのため、高校を選ぶ上である程度条件を決めて積極的に説明会などに行くことで学校の雰囲気などをつかみ、

３年間楽しめるような高校選びができるように思いました。また選択肢を広げるために勉強もし、いろいろな視点で

高校をみられるようにしていきたいです。 

 

 



千葉 一花 

  都立、専門学校、私立で一つ一つの学校が全然違うなと思った。今日聞いていろいろな高校に興味をもてた。

自分がどんな高校生活にしたいかを大事にして、高校を選びたいなと思った。今回聞いたことを参考にして高校を

選べたら良いなと思った。全部の高校が良いから、自分に合った高校を選べるといいなと思った。 

 

Ｅ 組 

岡本 佳奈 

・学校説明会では進学率やどういうことを言っているか。心に響いたなど、全て聞いて良いところや悪いところなど 

を見つけ、１番いい！と思ったところを探したい。 

・制服や親の意見、友だちの意見などを聞き、自分に合う高校を見つけたい。 

 

長谷川 ひなた 

  どの高校にも普通科はあるので、どの高校に行くにしろ、予習、復習を忘れないようにし、学びをとめないように

していこうと思います。 

田無高校は、学習と人の関り（コミュニケーション力）を同じくらい大切と考えているのが良いと思いました。私もコ

ミュ力をもっと身につけたいです。 

 

尾関 愛梨 

世の中にはたくさんの高校がありましが、それぞれ別の良さと学べることが無限大にあると思ったのと、これから

はたくさんの高校のことについてたくさん知れたらいいなと思いました。 

 

遠藤 龍之介 

  どの高校もそれぞれ個性があって聞いていておもしろかったです。明法高校は運動系の部活も文科系の部活も

どちらもとても数が多くて驚きました。６３日間のカナダの留学があることは今まで全く知らなかったので、今回の

話を通して知ることができて良かったです。田無高校は明法高校より部活の数は少し少ないけれど、学校行事が

とても多くて楽しそうな高校だと感じました。 

 

 昨日で学年末テストが終わりました。これで一年間の定期テストが全て終了しました。次の定期テストは３

年生になってからです。テストの一番大きな目的は「学習した内容が身に付いているか」「どの程度身に付い

ているか」を確認するものです。しかし、これから入試を受けるために「机の上にはシャーペン、消しゴム、替え

の芯だけしか出さない」「何か落としたら自分で拾わず手を挙げて試験監督に拾ってもらう」「周りを見たり

キョロキョロしたり、試験監督から見て不信と思われる行動をしない」「チャイムが鳴った瞬間にシャーペンは

置く」など、実際に試験を受ける時に必要なことを学んでいるのです。 

 さらに大事なことは、“テストが終わったらおしまい”ということではありません。学習する習慣が身に付いて

いない人ほど、テスト前にしか勉強しないことがあるので、テスト前に勉強して、テストが終わったらもう勉強

はしない！ということがあるかもしれません。しかし、テストが終わり、「なにができなかったのか」「なぜ間違え

たのか」をしっかり明らかにし、できなかったことをできるようにすることが大事なことなのです。 

 もう一つ。人の話を素直に聞くことができるか、です。保護者の方や先生たち大人はそれなりの経験を重

ね、その上で話をしたりアドバイスをしたりしています。そういった話を素直に聞ける人と、「いや、」「だって、」

「でも、」と言って、素直に話を聞かない人とでは成長、伸びしろは明らかに違います。 

 テストの振り返りをしましょう、と言われたらやりましょう。人の話は一旦聞きましょう、と言われたら聞きまし

ょう。こうやって学習するといいですよ、と言われたらやってみましょう。 


